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千葉県（東京湾側）における遠骸群集の研究

石山尚珍黄

Rec翫ereh！e　de互a　masse｛玉e　co《玉麗聾亘es　mor舵錫a　cぬi貰》島pr6£eeture

　　　　　　　（a　c6t6de　la　baie　de　Tokio）

　　par
Shochin　IsHIYAMA

　　　　　　　　　　　　　　　　　R6sum6
　　Cette　recherche　se　propose　comme　but　d’examiner　yinfluence　des　branches　du“Kuro　Shio，’

（courant　chaud）qui　affluent　vers　la　baie　de　Tokio　de1’oc6an。

　　L’on　sait　par　oc6anographie　que　Ie　courant　chaud，qui　coule　dans　la　baie　de　Tokio　de　I’oc6－

an　g6n6ralment　coule　toumant　a1／envers　Ia　rotation　deレaiguille。Mais，en　effet，il　varie　de　tou－

tes　les　maniもres，recevant　I’influence　des6tats　atomosph6riques　et　etc。

　　Donc，1’on　pourra　trouver　la　circonstance　r6elle，constante　du　courant　chaud　et　ses　influ－

ences　en　examinant　Ies　etres　maritimes　fixes　comme　les　espもces　d16cailles　habitantes．

　　Par　suite　d／avoir　choisi　dix　endroits　de　Makuhari　a　l’extr6mit6sud　de　la　Bδs6p6ninsuIe，

et　d’y　enαvoir　examin6yai　collectionn6plusieurs　esp6ces　d’6cailles：Voici．．．．．，．

L　まえがき

　この調査の目的は，外洋から東京湾へ流入する黒潮

（暖流）の小枝が貝類に及ぽす影響を調べることにある。

　外洋から東京湾内へ流入する暖流は，海洋学上では普

通反時計回り（北半球では黒潮のように右巻きの海流か

ら外側へでる枝の流れは地球の自転の関係で左巻き）の

流路をとるとされている。しかし，実際には気象現象や

海況に支配されてしばしば変化することも認められてお

り，また羽田沖には寒流が水頭を現わしていて，そこで

は北海の藻が育つているという事実などもあるので，現

生種貝類のように定棲するものを調査することによっ

て，暖流のコンスタソトな実態と貝類との関係を明らか

にしてみたいと思う。

　なお今回の調査にあたー）て，有益な助言を仰いだ大山

技官に，深く謝意を表する次第である。

2．調査の内容と結果について

昭和33年3月12日から12日間を費して，第1図σ）

ように幕張・八幡・姉ケ崎・桜井・富津・湊・保田・多

田良・坂田・富崎のIGヵ所の海岸で貝類を採集してみ

た。

その結果として幕張で19種，八幡宿22種，姉ケ崎

32種，桜井38種，富津83種，上総湊71種，保田71

種，多田良103種，坂田121種，富崎では129種を得た

が，学名の決定できぬものと，多板綱に属するものは除
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外した。

　これらは四季を通じて長期間にわたつて採集したもの

ではないから，その海岸に生息する全種類を網羅してい

るとはいえないが，大体のものは得られたのではなかろ

うかと考えている。

　さてこれによつて，湾の奥から外海へ向かうにしたが

つて種類が増加する傾向がみられるが，おのおのの貝に

ついて，その分布の南限と北限をチエック・リスト（黒

田・波部共著1952年出版）から求めてグラフに描いて

みると第2図のような形ができあがつた。

　このグラフの描き方にっいて1例を示すと幕張では次

の19種を採集した。

①サルボウ

②ホトトギス

③マガキ

④トリガイ

⑤ハマグリ

⑥オキシジミ

⑦アサリ

⑧バカガイ

⑨シオフキ

　⑩ユウシオガイ

　⑪マテガイ

　⑫ナミガイ

　⑱オオノガイ

　⑭コウダカアオガイ

　⑮キサゴ

　⑯ウミニナ

　⑰ホソウミニナ

　⑱ヘナタリ

　⑲バイ
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一
いま横軸に分布緯度をとり縦軸に種類数をとつて，こ

の幕張産の一つ一つの貝についてグラフを描きながら積

みかさねていくと，第3図のような形ができあがる。な

お，このグラフは各貝の分布の南限（赤道以南にまで分

布するものは赤道まで）または赤道から北限までの区域

に普遍的にすむものと仮定して作ったから，たとえば

P：33～35のように北緯33度から35度までの間のど

こかに分布が知られている種類では，もし34度におい

てその存在が知られていなくても，またはそこに生息で

きる環境がなくても，一応33度から35度までにすむと

仮定してグラフを描いてある。

　同様にして，他の地点のものについてもグラフを描

き，湾北部から南部へかけて順に並べたものが第2図な

のである。
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　　第3図　幕張産貝類の種類数と分布緯度

　この図からわかることは，湾奥部では種類が少なく，

湾口へいくほど増加しているが，種類が多い少ないとい

うことは，沿岸水要素と外洋水（黒潮）要素の相違を表

わしている。すなわち，東京湾（北緯350）の奥の沿岸

水は，夏と冬とでは温度差が外洋水にくらべてかなり著

しいので，湾の奥では冬の低温に耐えられる種類に限つ

て生息しているが，房総半島の南部では，外洋水または

外洋水系の沿岸水が水温の低下を防いでいるため，貝類

には熱帯との共通種がみられ，また種類も豊富になる。

　それゆえに湾の北と南では異なる貝が採集できるので

あって，幕張で19種，富崎では129種が採集できたと

いうことは，富崎の129種のうち19種が幕張のものと

まったく同じで，他に110種だけ違つた種類のものが増

加したというのではなくて，幕張でも富崎でも採れる貝

というと，第1表に示すように共通種はわずか9種にな

つてしまう。

　次に，北部ではグラフの山形がほぼなだらかである

が，南部では急傾斜になつてくるということは，そこに

生息している貝類の本質の違いを示している。すなわ

ち，湾の奥のものは比較的に似たような環境のものの集

まりであるから，そこに住んでいる個々の種類にっいて

の生息範囲の長さをみるとその差は少ないが，南部のも

のは反対におのおのの差が激しいことを表わしている。

坂田の場合を例にとると，その中にはエガイ（P＝～0

～39），ッメタガイ（P：～0～42），アコヤガィ（p

：29～35），タマキガイ（P：31～35），ムラサキイガイ

（p：34～51）というように，長さのまちまちなものを

多数ふくんでいる。

　それからこのグラフをみると，傾斜が急になる場所

は，各地点とも同じ緯度のところで形を変えているが，

40’

第1表　共通種数一覧
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29

湊
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27
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33

29

保田

71

42

48

44

多田
良

103

60

54

坂田 富崎

121

64 129

これは何を表わしているのであろうか。

　まず，湾奥部から湾口部へいくに従つて，グラフの

0。（赤道）～220の箇所が厚くなる　（種類がふえる）

ということは，その採集地点では熱帯の要素をもつもの

が増加してくることを意昧している。

　ある地点で採集した貝の全種類と，この熱帯要素との

関係を100分比でみると，沿岸水が発達する湾の奥にあ

る幕張では約1：20で，北緯22。のあたりから45度ま

での種類をもってゆるい山形をつくるが，赤道付近にも

産する種類，つまり熱帯性のものは少ない。これが南部

へいくにしたがつて変化し，坂田においては約1＝2

となり，採集した貝類のうちで，赤道付近からこの辺に

まで分布する種類がその半数近くをしめている。

　22。から厚さを増すことは，ここから大陸の要素が加
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第2表　　幕張・桜井・湊・富崎産貝類の湾内分布範囲

＼、　、　－
　、、　　＼

幕張 入幡 姉ケ崎 桜井
一　　　一　　　『

富津藻除田毅艮
　ロ　　　　　ー　　　　　　一

坂田 富崎

一
一　＼

　、　　＼r　　　　一　｝　　　　　一

幕張 八幡 姉ヶ崎 様井
一　　一　　　一

富津 湊
一
　
　 「　一　■　一

保田 乃田良 坂田 富崎

wい
チャイ巳キヌ　ヌ 岬酔一　　甲　｝　　， 甲　一　　■　一

ト　　コ　　フ“　シ
ウ　キ　ダ　カ　ラ

一力　　⊃　　木ト　ラ 一　　甲　一 甲　｝ 一
一　　■　　一

wいイ　ボア　ナ　丁ウ
ク　スーヤ　カら　イ

一 ヒメミツカドボラ 内w
じラスカシガイ 一ペ　ツコウ　ガサ の邸 ヤ　ツ　シ　巳　ガイ

臼　一　　「　　一

一　　　一

■　一　　，　一

一　　一

一　■　一　　■

一　　一 一　　一　　一 一　　｝　　一

，　一　　　　一

一　　　一

カ　　サ　　ガ　　イ wい
マ　ツ　ベ　ガ　イ

オ　ニ　サ　ザ　エ 一　，　一　， ■＿　　一　　■■■■臼　一　　　甲F ■　一　　■　　一

ク　リ　フ　レ　イ　シ
内い　・「’■ヨ　メ　ガ　カ　サ

ツ　　タ　　ノ　　ハ レ　　　イ　　　シ 一　　■　一　■

・臼　・・　一

　一　■　一

カ　　モ　　ガ　　イ 一　　”” 一の～

コ　ガ　モ　ガ　イ イ　　ボ　　ニ　　シ 一　1　｝

キ　ク　コ　サ“ラ 一 　　　一ア　　力　　ニ　　シ
一　　臼　　　一　　■

一　　　一
二二’

一　　　一　　　一

』　一　　■

一　　　一

＝二』 ’二P＝
一　　一

■　一　　■　一

一　　一
コウダカアオガィ
クサイロアオガイ 一ツ　　　　ボ噛　　　ミ 一　　　一　　　一

オ’オボサツガイ

ウ　　ノ　　ア　　シ
フ　ト　コ　ロ　ガイ

エ　ビ　ス　ガイ ム　　ギ’　ガ　　イ wい・一・甲
，　　　　一　　ρ　　一 一　　　■　　一 一　　　，　　　一 一　　臼　　一 一　　　『　　一

ハ　ナ　チ　グ　サ 一チ　グ　サ　ガ　イ 一　’■’臼臼 1’一　　一■臼■臼「』■

一
カ　ム　ロ　ガ　イ 一　9・”臼

ム　　シ　　エ　　ご wいコマキアゲエビス 一ぺ一サンショウガイモドキ

～ マ　　ツ　　ム　　シ
イボサンショウガイモドキ

一
イ　シ　ダ　タ　ミ ■　　｝　　■ 1　一　　■ 一　一　　・　一 一　　，　一

ベ　　　　　　　イ
，，　一　， ■　一　， ，　一　　，　　一 一　　　■　　一 一　　［　一 一　　■　　『　　　， ■　一　■ ■　　一　　■　　一 一　　■　一

臼　一　　，

ク　　ポ　　ガ　　イ
ゴマフ末ラダマシイ 一’”一

バ　　テ　　イ　　ラ
ミ　ガ　キ　ボ“　ラ 甲　一　　一 臼　　一　　　甲　　一

コシダカガンガラ 一　　■　一 一　　■　『　■
’臼一

シワホラダマシイ
一，　　一　　■ ミ　ク　リ　ガ　イ ，＿■一　■■■■■，，甲，　一　，一9

ク　マ　ノ　コ　カ“イ

一 テ　ン　グ　ニ　シ
曹『　一　亀

一　　　一　　一

一　　一　　■

一　　一　　一

r　一　　艦

一　　一

一　一

ウズイチモンジ ■・・一
一　　　一

ア　シ　ヤ　ガ　イ
ヒ　メ　ム　シ　ロ

キ　　　サ　　　丁 二＝＝
＝’二＝二 ＝’L＝二＿’ニニ 二＝＝ ＝＝＝＿二＝＝’＿二＝ 二＝二 八　ナ　ム　シ　ロ 一　・一・

ウ　ラウ　ズガイ ア　ラ　ム　シ　ロ 一　一　　一

サンショウガイ ム　シ　ロ　ガ　イ 一　　一 一　　『 一　　一 一　　一 一　　一

キ　　ヌ　　木一　ラ

ス　　　ガ　　　イ チ　　ト　セ　木’　ラ wい

サ　　　ゲ　　　エ 曾　『　　■ ・　一　　1 ■　一　　， 臼　一　　■　一 一　　■　　一

ナ　　ガ　　ニ　　シ 冒　｝　一

一・一・ト臼一←一

　　｝　　一 一　　一

■　一　■｝

一　一　一

ム　シ　末　ヌ　ル 一　■臼’－　　甲臼　皿コ　、

一ア　　マ　　カ“　イ ”　一 木　タ　ル　ガ　イ
一峠 サ　　サ　　ノ　　ミ

一タ　　マ　　キ　　ビ
「一押一

『　　■　｝　　　■

｝　　一　　一

■　　一　，　　　　　　　　　　　一　　■　一

一＿一一一一
｝　　一　　一 一　一　一　　　聾　■　■　，　9　■9　■ ｝　　　一　　一 一　　一

コ　巳　モ　ガ　イ ■　一　　， 曾　　一　　■　　一 ，　　一　　　■　　一

一 シラボシシヤジ7 一アラレタマキビ 一　甲1卜，， r・一 サ　ヤ　ガタ　イ　モ
ナ　ワ　メ　7ル　マ

コ　　グ　　ル　　マ 一
想　ツ　コ　ウ　イ　モ

ぺ　　ニ　　イ　　モ 一甲・”　・”　一

シ　チ　ク　ガ　イ mへ””’
才　オヘ　ビガイ 『　　，　　一　　■ ■　　一　　9　　一 『　　，　一　■ 一　　臼　　一　一 ■　｝　　， チ　ョ　ウ　ジガイ 一チャイ　ロキヌタ 一クビタテヘビガイ 　　”，”－，　一　「』　　， ”　　一 カ　ラ　マ　ツ　ガイ

キ7ノハナガイ 一　　甲・甲［
ホ　ソ　ウ　≒　一　ナ 鯉W．’．∵2：

ウ　　ミ　　ニ　　ナ 朧二；：よ．．．＿＿＿ 一　　一　　一 一　　一　　一　　　，　●　　■　　■ r　　－　　一　　一　鴫 一　　　一　　一 ヤカ　ドツノガイ 一甲””■7一～　　一”臼甲

ア　　カ　　ガ　　イ 一　　一　　一　　　，　，　，　一　， 一　　一
『　　一　　一 一　　一　　一 一　　一　　一　　　■　■　■　　■　■

ヘ　　ナ　　タ　　リ
ハ　　イ　　ガ　　イ 一　．　一　　臼 r　－　P｝　■　，■　■’　■　　　甲臼　甲　一　曾　一　■一　臼　一

マ　ルサルポウ
一ρ　一　■ 一　■　一　　■ ，　一　， ■　｝　■　一 一　　，　一　　■

カタワ力ニモリ
十 一

サ　　ル　　木“　ウ
一　■　『
｝　　一　　一 二 二 二

＝＝＝＝一二二＝

カヤノミ力ニモリ
一　「■■■■
一　　■　r　r －　曹　一　甲　『，

エ　　　ガ　　　イ

カ　ニモ　リガイ

忙
一　　■　一　　■

一　一　榊

■　一　　，

｝　　一　　一

■　一　　■

『　　一　一

，　『　　，

一　　一　一

■　一　　■

一　　一　　『
＝二＝一　　9　　『

一　一　一
カリガネエガイ
ハ　ナ　エ　ガ　イ

一キ　　り　　オ　　レ 一　　”’”

ネ　　ジ　　ガ　　イ

一
アオカリガネエガイ

ク　　　　　スー
一　　一　　｝ 一　『　｝ ペ　ン　ケ　イ　ガイ 一　　■　一　甲 ，　　一　　■

WW　p甲，　，
コ　キ　ツ　ネガイ

一カ　ワ　チ　　ド　リ

ス　ズ　メ　ガ　イ タ　マ　キ　ガ　イ

ク　ル　ス　ガ　イ シ　ラ　スナガイ
r　■『　甲　　■、■　1 ，　■　　　一　9　一

木　　卜　ト　ギ　ス r　 一　　一　　，　■　，　■　，　－　■　■

一　　■　　『

一　　　一　　　一

『　　　｝　『

一　　『　　　｝

r　『　　■

一　　｝　　一 一　　　一

ヤサガヌムカシタモト

一　甲　『　，

ヒパリガイモドキ 一一・』・一一

一シ　　　　ド　　　ロ ｝　，　一　■ 9　　一　　甲　一

イ　　シ　　マ　　テ

一シラタマツノVキ 『臼『一冒

ツ　メ　タ　1ガイ 一　，　｝　　辱

r　｝　一一　r　”

■　｝　　響

申　『　｝

，　r　甲　｝

一　一　一

｝　』　『

一　r　甲

一　◎　一

一　『　『

『　甲　『　1

一　　｝　　一

，　『　　■

一　一　一

，　一　，

一　一　　一

ヒ　パ　リ　ガ　イ

ハ　ギ’ノ　、ソ　ヱ 轟母 ムラサキイガイ ψ”　甲・… 甲　一　9聾■甲『

ザ　7　［コ　ガ　イ 1

コムギツプガイ
ミノクジャクガイ

wい　　・り
一　，　｝ 一　■　一　臼 『　｝　　甲

砥～
卜辱一

一　　　■　　　一
ぺニコチョウガィ 『　　■　『

メ　ダ・カラガイ 一　・　一 一　，　r
．　二てγγ窪一’

一

28一（344・）



千葉県（東京湾側）における遺骸群集の研究（石山尚珍）

魎、　

r、
　、　』一
　　、、、
　　、、　　　＼

幕張入幡 矯崎 桜井
一　　一　　一

富津 湊　保田！鞭良 坂田 富崎

一ア　コ　ヤ　ガ　イ 押押・■，
”
　 ”　”卜’甲一■

」
一　　　，

タ　　イ　　ラ　　ギ 一　　一　　一 一一一I

　I
ナ　デ　シ　コ　ガイ

一臼「r’一　一

　　1
に’甲

一　　1　　一

ア　ズマニシキ 『　　　　　一

一　　一　　一

甲＿．一L臼＿．＿I

　I＿＿＿1＿＿＿1
ヒ　　オ　　ウ　　ギ 『　　甲　　一 甲一．＿1

↑

　　マ
イ　タ　ヤ　ガ　イ

一　　一　　一　　■　■　■　9　■　　甲　甲　■　　　　一　　一

■　一　　，

　一

甲＿一＿．．．』．甲．ト．＿一

一　　　一　　　一

■　一　，　一

一　　一　　一

チ　ジ　ボ　タ　ン
r一『’ ，　　一　　　■　　一 r　　一　　■　　一 r　　一　　■　　一

アラナミマガシワ 一・四門・
一　一　一　　■，甲』，　　甲　　一　｝　一　　一　一　｝　　　，，r， ’　一

甲　　　　　一　一　　一

ナ　ミ　マ　ガシ　ワ ，一　■　一　　甲　■■　曽　　　■　甲　， ，　一　　■　　一
一　　「　一　1　一

ナミマガシワモドキ

マ　　　カ“　　　キ 二＝二＝『　　一　　一 一　　一　　一 一　　一　　一 一　　　一　　　一 一　一　一　一　一　一　　一　＿　＿ 一　　一　　　一
，　　一

一
イ　　ワ　　ガ　　キ

■■　一

イ　タ　ボ’ガ　キ
一　　，　　一　　甲 ，　一　　■　｝

モ　シ　オ　ガ　イ 一　　・・
旨一・一・

ト　マ　ヤ　ガ　イ

ヤ　　エ　　ウ　　メ
㎜　　・臼…　　臼　一

ウ　　ミ　　ア　　サ

一ヒ　ト　エ　ギ　ク

一ケ　イ　ト　ウ　ガイ

一イチコ“キクザル

～キ　　ク　　ザ　　ル 一　　　　｝　　　　　一 一　，　一　9　甲

ザ　　ル　　ガ　　イ
■　｝　　甲 甲　一　　聾 ，　　一　　r　　一

ト　　リ　　ガ　　イ ■　　　　　　一　　　一　　　一 『　　一　　　一

■　一　　臼　一

一　　　一　　一

マツヤマワスレ 一　　■　一　　， ■　　一　　，　　『

才　キ　シ　ジ　ミ 二＝ ＝＝＝
十
＝
＝
； 二二臼二IWl：：1 ＝＝』＝ll二： ．，．二：；＝』＝

カ　ガ　ミ　ガ　イ ＝二』＝，＝「＝二』 ＝’二＝ 二＝＝ 二二二，ll』・
甲，　wい
　『　一　9　一

一　　一一一　，

キタノフキアゲアサリ

一オキナマツカゼ Ww
マ　　ツ　　カ　　ゼ 一　，・．FF

甲　　一　　　■　　一 甲　一　　・　一 ，　　一　　P　一

ハ　　マ　　グ　　リ ニニ』 二 二＝1二’二 ＝乙 ’二 ＝二；＝ ＝二＝

サツマアカガイ
ス　ダ　レ　ガ』イ

r　一　　，　　一

才　ニ　ア　サ　リ

ウ　チ　ム　ラ　サ　キ
，　一　　■　一 ，一　「一　　1・，，■ ，　｝　　， ，　一　，　『

ワ　ス　レ　カ“　イ

一ア　　　　サ　　　　リ ＝二＝』＝‡＝； ＝＝＝＿＝＝二＝

二
二二二＿二 ＿＝『二 ＝＝＝

シ　コ　ロ　カ“　イ

～シ　オ　　ツ　カ“イ
，■　一

イ　ワ　ホ　リ　ガイ

一チヂミイワホリガイ
曜w

八　　力　　が　　イ ＝＝二 ＝＝＝＝＝』＝＝＝『二二二 ＿’二＝ ＝＝二 ＝＝』＿ こ＝＝＝

ン　　オ　　7　　キ ＝二 ＝二r乙＝＝＝＝＝二二’＿二＿ ＝」＝＝器い 糀二＝＝

イ　ソ　シ　ジ　ミ L＿＿1＿＿＿ 一　　一　　｝

キヌタアゲマキ ，　一　「　一　， ，　『　■一　　■　■■■臼　臼　　r甲■ ，　r　臼　一

サ　　　ギ　　カ’

ラ　トワモドキ ㎜r∵臼．一一’一セー臼『

　4＿．r．
■　　　一　　，　　一 一　　，　一　曾

，＿．＿、’∴㌧鵠．，，
9　　一　　■ ■　｝　　，　一

モ　毛　　一　ハ　ナ

ユ　つ　シ　オ　ガイ 一　　一　　一　　　一　　一　　一

峠

一　　一　　『　　　一　　一　　＿

一一一

ゴ

サ　ク　ラ　ガ　イ 一1一・一臼1＿＿＿
■　｝　　，

『　一　　一

，　｝　臼　一

一　　『　　一

一　　テ　　ガ　　イ

　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

’■一　一… ，　肉v

ク　　テ　　ペ　　ニ い　臼　一　　， ■　『　　■ ■　一　　曹　一 一
オキナノメンカ“イ

ナ　オ　　ノ　ガ　イ
一　一　　一　　1　■　臼　■　甲　r 「　甲　　　『　　『　　｝ 一　　『　　｝

わることを示すものであって，すなわち22～31。までは

台湾と大陸要素のものが加わつてきた影響による。

　22～23。の間で高くなつてくるのは，ここでグン〆と種

類がふえるというのではなくて，これは国境の差とでも

いおうか，従来ここから北と南で同じ種類のものに異な

つた学名をっけたものがあったために，異名同種のもの

が生じて，それがこのグラフの上に現われてしまったの

である。

　31。から高くなるのは，目本要素の南限を示すもので

あつて，狭い意味の日本要素は31。から始まるといえよ

う。すなわち，内地の沿岸水が発達する所から高くなり

始めている。

　35～360で急に傾斜が落ちることは，ここで黒潮の影

響がなくなつて暖流系の種類が減ることを表わし，39～

40。でさらにまた落ちているのは，親潮の影響，すなわ

ち寒流が岸にあたって黒潮が北上できなくなるのを示し

ている。

　41～42。の落ちは，津軽海挾をぬけた対馬暖流の枝

が，北や南へ回る影響のおよぶ範囲を意味しているので

ある。

　このように各地で採集される貝類を検討すると，そこ

にはいろいろの影響がうかがわれる。たとえば，沿岸水

が発達する幕張と，外洋水が影響する坂田とでは，

　1）採集した種類の合計数が著しく異なり

　2）赤道まで分布する種類の割合も異なり

　3）北緯35。と36。の間で減少する種類数も異なる。

　第2図をみると，坂田における121種は幕張の約6倍

の種類数にあたるから，幕張の19種を6倍の高さ　（第

3図参照）に描いて同じ種類数にしてみても，やはり坂

田にくらべ2）と3）に指摘した相違がみとめられる。

　また坂田・湊・桜井・幕張などの4地点を比較してみ

ると，湾口に近い坂田から湾奥の幕張へ向かって

　1）全体の種類数

　2）赤道にまで及ぶ分布をもつている種類の数

　3）北緯35。を分布の北限とする種類数

　などが，それぞれ漸次減つていることがわかる。

　しかし湊でとれた71種を2倍の高さにしてグラフを

描くと，坂田のものに比較的近い曲線となり，また桜井

の38種を半分の高さになるように描くと，幕張にやや

近い形となる。しかも湊と桜井との距離は，湊と坂田の

距離よりも，また桜井と幕張の距離よりも近いことが注

目される。

　つまり湊では，距離が近い桜井よりも遠い坂田に環境

が近似し，桜井は近距離の湊よりは遠距離にある幕張の

環境に近似していることがわかる。したがつて黒潮系の
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外洋水の影響をうける坂田と，坂田ほどではないが同様

に影響をうける湊と，主として沿岸水が卓越する桜井

と，さらに沿岸水が発達する幕張などを比較すると，以

上のような生物群の相違がみられる。

　第2表は幕張・桜井・湊・富崎の4地点に生息する貝

類が，おのおのどこまで続いているかを示したものであ

り，第4図のグラフはこの4地点における生物群が，他

の地点へ移るにしたがつてどの程度に消長するかを表わ

したものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i」0獲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1GO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　80
　　　　　　　　　　　　　　　　　　60
　　　　　　　＼　　ノ’／〆
　　　ンく！‡、／一愉　　　　　　　　　　　　　　　　　　40

』　　　　＼／！一一岬藤り　・浮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　司e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－」L騙

幕　　入　　姉　　桜　　富　　こ憲　　保　　乃　　坂　　筥

張　幡　農　井　津　　　髭　蟹　田　楚

　　第4図　　幕張・桜井。湊・富崎圭貝類の湾内分布数

渦

られるが，これは貝類を採集する際にみおとしたために

種類数がへったものか，あるいは特殊な環境（例えば3

年間にわたる伊勢湾内の貝類調査の経験では，伊勢湾台

風の前後で急増・激減・生滅した種類があったり，また

平年でも周期的に，あるいは突発的に増減するものもあ

る）によるものか等に関しては，今後の検討を要する。

3．　む　す　び

　上述したように，沿岸水がよく発達する場所では，種

類の総数が少なく，赤道まで分布する種類もまた少な

く，北緯350を北限とするものもわずかである。これに

反して黒潮系の外洋水が強く影響する所では，種類数が

多くなり，赤道まで分布する共通種も増加し，35。を北

限とする種類もふえる。

　これらのことを，現生種を含む化石層の古生態学的解

析に応用すれば，その地質時代における沿岸水の発達状

況や，外洋水の影響などについて暗示を得ることができ

るであろう。

　なお化石種については，それに相当する現生種の分布

を参考として解析するが，この場合は精度が低くなるこ

とはやむをえない。

この図では保田地区において下降線をたどるものがみ
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第5図
日本付近の暖流と緯度経度

（巳高原図）
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第3表　採集貝類一覧

種 類 生息緯度 幕張 八幡 姉ケ崎 桜井 富津 湊 保田 多田良 坂田 富崎

呂

5
3
囑

）

GASTROPODA　腹足綱
Prosobranchia　前、魚怒亜綱

　Aspidobranchia　原始腹足目

　H＆liotidae　みみがい科

　　παZ70≠’sg％77¢67ゴ（PHII。IPPI）　　　トコブシ

　　EαZ才o躍ssJεδoJ4J　　REEVE　　メンアワビ

　　丑α去♂oガs拶αガα　　LINN丘　　イボアナゴウ

　Fissurellidae　すかしがい科

　　DJo40錫9％面短名α4毎∫α（REEVE）　　テンガイ

D’040惚S彪60膨♂（REEVE）　　クズヤガイ

丑ε甥’≠α鷹α（Mo％がo雌Jsf｛z）01〆hσ卿毎n4（NEVILL）チドリガサ

Mα6ms6h♂s甥σ4♂伽如∫αA．ADAMS　　ヒラスカシガイ

躍σ6m5σh♂s解αsJ縦3n訂s　A．ADAMS　　スカシガイ

Patellidaeつたのは科

　CθJJσπα6z460s卿伽（PILSBRY）　　ベツコウガサ

　C2Z毎％α％Jg擁sg麗α卿砺α（REEVE〉　　カサガィ

　C召」如παチガ9名ol♂gzεα♂Ol（REEVE）　　マツバガイ

　C召〃σ鰯≠o％％卿σ（REEVE）　　ヨメガカサ

　Pαオ（3」如s≠61如θヅoグ卿JsREEVE　　ツタノハ

Acmaeidaeゆぎのかさ科
　GoJ“s81如g㎜♂4（GOULD）　　　カモガイ

　σo〃露θ〃σh67り雇」（DUNKER）　　コガモガイ

　σo”Jsθ1伽」4％8プ0名4づHABE　　キクコザラ

　No≠oα・耀α・o％吻㎜（LISGHKE〉

　ZVo’oα6卿θαノ％s60擁s毎♂s　TERAMAcHI

　ム「o≠oσ6卿6αsoh名2％61冨（LISCHKE）　　アオガイ

　Pα♂8140雇α如卿ραn’60如HABE　ツポミ

コウダカアオガイ

クサイロアオガイ

Pは太平洋側
」は日本海側
Klは朝鮮四部～黄海沿岸

P：50～？44J：～57

P：51～5了J：～56

P；～0～54

P；9～55J：～57

P；～0～55J：～56

P；～0～55

P：～0～59」＝～40

P：～O～59」；～40

P：～0～59J：～42

P：2了～54

P：～0～59J：～57

P：IZ～51」；～51

P：～0～55」：～57

P；26～41」：～45

P：25～59J：～45

P：25～55J：～56

P＝Z5～45」＝～45　0

P：51～54」：～40

P：22～41J：～40

P：51～41J：～57 O
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種 類 生息緯度 幕張 八幡 姉ケ崎 桜井 富津 湊 保田 多田良 坂田 富崎

器

1
雷
鵠

）

Pα惚140」4αsσ66hαz廊zごzzσ7z応（REEvE）　　ウノアシ　　　　　 P：Z1～45J：～42

Trochidaeにしきうず科

　cα1〃os≠o卿olz碗露％郷（DuNKER）　　エビスガイ　　　　　　P：Z4～41J：～41

　σα％ゴhα揮4駕s6σJz76hzoα（PHILIPPI）　　ハナチグサ　　　　　　P：55～55J：～41

　Cα7z6hα短4％s　hJ如短s（DUNKER）　　　ミドリチグサ

　cα雇hαガ4z4sブαρo％♂6％s（A．ADAMs）　　チグサガイ　　　　P：51～41J；～41

　C如％6％Jz636zo吻が∫名α16吻％h6sPI1・sBRY　コマキアゲエビス　　P：Z6～54

　E％6hθ’z6s¢％6θグ6鰯％％z6sPILsBRY　　ベニサンシヨウガイ　　P：～0？～54J；～40

　　　　　　　　モドキ　∬θγψ幻o卿σヵα％ρ6名6％♂α（LlscHKE）　　イボサンシヨウガ　　p：51～55J：～56

　　　　　　　　イモドキ　M・鋸・4・吻94砺α≠嬬G・uLD　イシダタミ　　　　P＝～0？～41J：～41

　Tθ9％加γg郷鰍副s6h履（TAPPAR・冊cANEFR・）　　P：Z6～59J：～4Z

　　　　　　　　クボガィ　Tε9％加プgy名・s翻α魏吻％伽（A・ADAMS）　　　　P：Z4？51～58J：～41

　　　　　　　ヘソアキクボガイ
　T6gz轟αρグε」∬8短（PHILIPPI）　　バテイラ　　　　　　　　 P：51～42

　T6gz6」αγπsガ6α（GMELIN）　　　コシダカガンガラ　　　　　　　　P：Z4～51J：～45

　Tεgz6」ακαチz≠ho5〃7nα（A，ADAMs）　　クマノコガイ　　　　P：25～55J：～57

　Tmoh％s卿αo％如伽s　oε鰹％605％s　GMEHN　　アナアキウズ　　　　P：～0～55

　丁名06hz4s名o♂αDuNKER　　ウズイチモンジ　　　　　　　　　　　P：Z9～55J：～55

　S！o卿α惚1如砂例ol1αPILsBRY　　アシヤガイ　　　　　　　　　P：51～41J：～41

　u卿60擁％卿‘os如魏卿（KIENER）　　　キサゴ　　　　　　　　　　　P：51～55J：～57

Turb組idae　りゅうてん科

　z45∫7α％h紹耀’mgα（MENKE）　　ウラウズガィ　　　　　　Pl25～55J；～40

　乙θρ！o’h夕名πグ％6戴（DuNKER）　　サンシヨウガイ　　　　　　P＝55～41J：～41

　77％グδoooグo鍛z’z4sσo紹θn舘sR危CLuz　　スガイ　　　　　　　P：51～41

　T％舶ooo粥7z駕∫％sSoLANDER　　サザエ　　　　　　　　　　　　P＝26～55J：～41
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器
雪

£
お

）

　T％名ゐ05惚％08フ伽5FlsqHER　　コシタカサザエ

Nerit週ae　あまおぶね科

　P勘εグ伽ノ勿o耽α（DUNKER）

Mesogastropoda　中腹足目

Littorinidae　たまぎび科

　Lπ∫oガ㎜6惚z雇6％如　（PH亙HPPI）

　Tθ6如ガ％s　g鵬π％勘ガs（GRAY）

Rissoidae　りそつぼ科

　あ～ダSSO♂郷9πα∫8グづ粥％伽θPILSBRY

Turrite11idae　きりがいだまし科

アマガイ

タマキビ

アラレタマキビ

P；～0～55

P：～0～55」：～57

　」’＝～42
P：26～4ZK：50～40

P：～0～41J：～45

ホソスジチヨウジガイ　　P：Z5～55J：～41

○

○O　 O

○○OOO　OO　　　　O　　 O
○

　丁卿擁4伽メαs6観7s　MENKE　　ヒメキリガイダマシ　　　　　P：～0～55Jl～41　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

Architectonicidae　くるまがい科

　温惚hJ惚〆o％ゴ64♂mσh伽ガs（HmDS）　　クルマガイ　　　　　P：14～55　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　0

　πθμα薦s伽os海卿ε粥∫5（MELVILL）　　ナワメグルマ　　　　P：55～59」：～37　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　P物JJゆρ勉鰯♂α∫α（RδDING）　　　コグルマ　　　　　　　　　　P：～0～55　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

Vermiculariidae　へぴがい科

　58ゆ％1砿湿s　J卿δ露6α∫％s（DuNKER）　　　オオヘビガイ　　　　　　P：50～59J；～45　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0

　狗猶翅θ∫μsゴo短lyoθ％語sPILSBRY　　クビタテヘビガイ　　　　　P：55～55」：～5了　　　　　　　　　　　　　　○　　　　　○　　　　　　　　O

Thiaridaeかわにな科

　8卿お％畠03ρ♂駕z7δ8が伽α（GOULD）　　ヵワニナ　（淡水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　O　　O

Potamididae　うみにな科

　βα∫♂〃σκσo％卿舜z8げ（cRossE）　　ホソウミニナ　　　　　　 P：25～44」：～45　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　0

　βαガ〃α”α卿％μ〃10グ卿Js（LlscHKE）　　ウミニナ　　　　　　P；14～46」：～46　　0　　　　　0　　0　　0　　　　　　　　　　0　　0

　β観1鰯儲・綴廊（BRUGU・蜘）　イボウミニナ　　　P：～0～41」：～57　　　　0　0　0　　　　　0
　c励≠h漏％∫伽o勉∫躍s（PoTIEz　et　MITcHAuD）　ヘナタリ　　P：～0～59J：～5了　O　　O　　O　　　　　　　　　　　　　　　　O

Cerithiidaeかにもりがい科

　孟ゴごz労oσθ擢≠hJ％卿4ゐ㎜α」ε（sowERBY）　　　カタワカニモリ　　　P：28～55J：～5了　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O

　c砂ρθα耀oグ％s　h％解曜s（DuNKER）　　　カヤノミカニモリ　　　　P＝乙0～55J：～5了　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　O

　Oθ疹∫h伽卿盈06hダPHIHPH　　カニモリガイ　　　　　　　　P＝～0～41J；～41　　　　　　　　　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0

　C2煙≠hJ％卿ρゾ酵θ擁（DUNKER）　　　ヒメカニモリ　　　　　　　P；～0～54」＝～5了　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

　σ伽’％卿4κ海oδθ露’（DuNKER）　　　コペルトカニモリ　　　　　　p：26～55J：～41　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　0

Triphoridae　きりおれ科
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種 類 1生息緯度i－1
幕張 八幡 姉ケ崎 桜井 富津 湊 保田 多田良

鍵

1
富
密
）曽

坂田 富崎

　四露o如ガ再6痂認σてDUNKEゑ）　　　キリオレ　　　　　　　　　　　P：25～55J：～41

Epitoniidae　いとかけがい科　　　　　　　　　｝

　cケ30か珍卿4ρε7力彪∬％卿（PEAsE）　一ネジガイ　　　　　　　P：～0～41J；～41

　左ρ露on♂％卿（1）召ρθ¢3訂s6αi‘z）αz6悔！％卿（sowERBY）オダマキ　　P：～0～55J＝～41

　Eロ，鑓onづz∫卿　（Pαρ夕7蕗αz如）　和。　　セキモリ　　　　　　　　p；54～55

Amaltheidae　きくすずめ科

　．且卿α1！h6460％♂6σScEuMAcHER　　キクスズメ　　　　　　　P：51～42J：～4Z

　・4撹おα配4∫oz’αoεσ（quoY　et　GAIMARD）　　　カワチドリ　　P：～0～る5J：～る6

　P錫osα扉αρ」わsα（DEsHAYEs）　　　スズメガイ　　　　　　　　　　p：～0～55J：～56

Galypfraeidadがりばがさ科
　Cz召1擁4z躍〆4勉∂ノsμ％05σKuRoDAetHABE　　クルスガイ　　p＝6？～55J：～58

　αεμ4z躍αzo4廊hJ（REEVE）’　　ヒララネガイ　　　　　　　　p：～0～55J：～5S

Xenophohdae　Iくまさかがい科　　’

　池nOヵゐo畑ρα〃毎％如（REEVE）　　クマサカガイ　　　　　　p；～0～55

Strombi（iae　すいし一ようがい科

　α魏σ初％卿卿20m％廊％卿KIRA　’ヤサガタ云カシタモト

　S！グo雑zδ％sブαρ07z♂6％sREEvE　　一シドロ　　　　　　　　　　　　　p：26～55J：～41

　8伽御n6％5」％h露αgz％sLIN醗“　マガキガイ　　　　　　　　　P：～0～55

Naticidae　たまがい科

　Nσあ6α60％6伽％αDUNKER　　フロガイダマシ　　　　　　　　　　P：？12～55」：～41

　枷加h吻漉S・WERBY　ヒヨウダマ　　　　‘P：るZ～る4
　1〉痂6の翻hδs∫伽・娩sKuR・DAetHABEエゾタマガイ　P：51～4ZJ：～45
　Po砂7zズ‘8sh∂soッαJKIRA　’ホソヤツメタ　　　」

　Po砂7z26θssα9π卿招郷鉛PILsBRy　　シラタマツバキ　　　　　P：51～55J：～58

　P・脚‘εs碗吻郷（R6DING）　ツメタガイ　　　　P：～0～42J：～45

　1vαガ昭5αg魏α1αMENKE　ハギノッユ　　　　　　　　　　p；～0～55

Elatoid貧eざくうがヤ帰

　Pm藁θ猶召♂09解〃僻α（A・ApAMs　et　REEvE）　　　ザクロガイ　　　　P；26～55J：～41
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　　丁霧擁m5∫π影ho燭σ¢α（K肥NER）　　コムギツブガイ

Cypraeidae　たからがい科

　　切ρ駕㎝魏θ1伽LINN危　オ呼キヌタ

　　Emsα短4如6mμ舵ζz！α（GASKOIN）　　ナシヂダカラ

　　E甥o㎜ブαρo擁6｛zSCHILDER　　メダカラガイ

　　E錫δ㎜α甥露プノε躍（」OUSSEAUME）　　チヤイロキヌタ

　　E猶osα舜460’擁”錫σ卿oεπσSCHILDER　　オミナエシダカラ

　　E％鍛z短4α54伽s（LINN危）　　ウキダカラ

Cassididae　とうかむり科

　　　P物αZ伽卿s∫ガ9撹％卿（GMELIN）　　カズラガイ

　　　Sθ甥露硲s魔ρθ鴬歪吻裾蕗KIRA　　ウラシマ『

Cymatiidaeふじつがい科

　　　Chα猶07ガσs4％厚αθ（REEVE）　　・ボウシユウボラ

　　　Cツ卿ごzガ％卿θohoKuRoDAetHABE　　カコボラ

　　　PJsガ鴬グo紹甜6％伽如（R6DING）　　イボボラ

　　　Tガ∫o初36彫s々6グos鱒（WoOD）　　ヒメミツカドボラ

おursidae　おぎにし科

　　　8編71Sσδ％吻（RδDING〉　　一オオナルトボラ

　　　B％欝σ〆纏々副KURODA（MS）　　オキニシ

Tonnidae　やっしろがい科

　　　To％郷伽∫60s∫o吻α（KむSTER）　一　ヤツシロガイ

Neogastropoda　新腹足目　・r’

Muricidae．あくきがい科

　　　Ch♂60％％sα5♂σ勿％sKURODA　　オニサザエ

　　ChJ‘o惚％sμ露」ノの切4召sKURODA　　ハツキガイ

　　ーEグ8と多如渉σ劣60％∫惚o！％s（REEVE）　　ヒメヨウラク

　　　Fα卿吻・卿o密綱競KuRoDAetHABE（n・v。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　モリサキヨウラク

ルグσ％0づ％θ〃4」％≠60S∫0卿α一（HOLTEN）　　グリフレイシ

p％η）郷αδ7τ）％擁DUNKER　　レイシ

Pμゆ％郷6血∂Jg卯αK｛〕STER　　イボニシ

Rαρα紹71αρ6／073甥ずS（BORN）　　シロニシ

1》：～0～54

P＝～0～55

P：～0～55

P；Z5～55J：～40

P：ZZ～55J：～乙了

P；～0～55

P：～0～55

P：～0～40」二～40

P：～0？～55J：～5了

p：14？～56J：～56

P：51～55」：～41

P：～0～55

P：～？0～55J：～5了

P＝～0～55

P＝Z8～55

P：～？0～59J＝～45

P：～0～55J：～56

P＝51～55

P：～0～55J：～58

P＝14～41J：～42

P：25～41」：～41

P：Z5～41J＝～41

P：～0～55

○

○

　　　○　　○

　　　　　O　　O

O　　O　　O　　O　　O
O　　　　　O　　O　　O
　　　O

　　　　　　　　　　　　O
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○

○　　　　　○　　　　　O

　　　O　　O　　O　　O

　　　　　　　　　　　O
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種 類 生息緯度 幕張

T
八幡 姉ケ崎 桜井 富津 湊 保田 多田良
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1
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盒
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　Rσραπα診ho卿｛zsJα耀CROSSE　　アカニシ

Pyrenidae　たもとがい科

　丑πα6h’s卿Js6㎎（SOWERBY）　　　オ・オボサヅガイ

　CO伽卿6θ」如∂2zsoo如7｛z翻協o紹DUCLos’イボフトコロガイ

　Co伽卿δ81Zα％欝60如7SowERBY　　フトコロガイ

　躍4♂惚1」α房6伽6∫α（GOULD）　　ムギガイ

　M宛惚〃αづ卿ρoJ窃α（SOWERBY）　　カムロガイ

　ぞy72麗θ∫如∂α（BRUGU兎RE）　　ムシエビ

　Pツ？2ηθ砂Zθ猶％（GR五FFITHetPIDGEoN）　　マツムシ

Buccinidae　えぞばい科

　B46ッJo％づαノα1》0πづα多　（REEVE）　　　　ノ｛イ

　Eπ9づ郷卿θ％伽㎜　（s麗伽θπ伽綴）　　（PILSBRY）

　　　　　　ゴマフホラダマシイ
　Kθ」如ガα」内‘h盈幻KURODA　　ミガキボラ

　PげSαπ」σfθ循％（REEVE）　　イソニナ

　POIJ7αgnoJμs（GOULD）　　　シワホラダマシイ

　SゆhonαZ物6鰯づ吻π㏄ゾ（ザ卿蕗（REEVE）　　ミクリガイ

Busyconidae　てんぐにし科

　∬θ卿が廊％s∫2猶％診Ol”％s（GMELIN）　　テングニシ

Nassariidae　むしろがい科

　ハ7σssα17ゴ％s㏄％廊4吻z≠α∫α（SMITH）　　　ヒメムシロ

　ハ7αs3αグ」％s6σZ∫θσ≠％s　（LISGHKE）　　　　ヨウバイ

　、〈7αssα”％s‘％14≠％s（A．ADAMS）　　　ハナムシロ

禰ss副欝吻’h剛欝（LAMARCK）　アラレガイ

　ZVσssα擁鉱s∫θs∫」∂欝（POWYS）　　アラムシロ

ハ移ss腐露％5」物θs6θπs（PHILIPH）　　ムシロガイ

1Vαs3α猶♂％＄ブαρ02zJ‘％s（A．ADAMS）　　　キヌボラ

Fasciolariidae　いとまきぼら科

P：26？51～4ZJ：～42

P：～0～55J：～40

P：～0～55J：～5了

P：～0～55J：～57

P：～0～41

P＝55～56」：～56

P：～0～55J：～56

P：～0～55」：～57

P：Z5～55J；～42

P：55～54

P；5Z～59J：～40

P：50～55J：～56

P：55～55」：～40

P：51～55J：～41

P；～0～乙5J：～40

P：28～45J：～45

P：25～55」：～40

P：～0～55」：～41

P：～0～55」：～42

P：Zl～4ZJ：～4Z

P：～0～41J＝～41

P：25～59J：～40

　セ坂田停崎
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　　　　F％sJ％％5擁60δαπ6麗s（LAMARGK）　　チトセボラ

　　　　F％sJ％銘sρ召7ρ畠π％s（A．ADAMS）　　　ナガニシ

　　　　P彪μ名oヵio6σ∫7協ρ召zJ％7πα鰯o％Jgが（JONAS）ヒメイトマキボラ

　OIMdae　まくらがい科
　　　　0露∂θ」如ノ’％Zg％名8∫α（ADAMs　et　REEvE）　　　ムシボタル

　　　　0々●ψθ〃αノσメ｝07z才oαPII、SBRY　　　ホタノレガイ

　　　　OJ物6」如舘gπα∫σ　　ササノミ

　G訊ncellariidae　ころもがい科

　　　　五どαδεso如∫」ακ04％厚∫ε名α（SOWERBY）　　　　　トカシオリイレ

　　　　Sy吻ρhθ惚sρ召％giθ擁α艇（DESHAYES）　　　コロモガイ

　Turridae　くだまきがい科

　　　　丁％プ擁●6％」αんα0勉グ如ツダ（LISCHKE）　　　イグチガイ

　　　　C費zss♂sρ♂惚αZゐ♂9％麗α∫α（PILSBRY）　　　シラポシシヤジク

　Conidae　いもがい科

　　　　Co％％sノ％Jg47％卿（SOWERBY）　　サヤガタイモ

　　　　Co％％sノ露i郷επREEVE　　ペツコウィモ

　　　　Co鬼％s1》α％ρε名じ％如sSOWERBY・　ベニイモ

　　　　Co靴％s60ゾア1θσ　’オカモトイモ

　Tercbridae　たけのこがい科

　　　　Dゴ卿ゴ4毎σ％ss≠74卿げη¢α（GRAY）　　コニクタケ

　　　　0惚％％」’♂θ名8δ名8勧≠hl跡腐ρhθ（SMITH）　　イボヒメトクサ

　　　　παs∫％砺4わ6捨4（SMITH）　　シチクガイ

　　　　3∫7≠o∫召惚δ猶％卿s％δfθ劣が」飴　（SMITH）　　　シラタケ

　　　　Tε惚扉α」お‘肋εα麗αDUNKER　　ヒメトクサ

　　　　T6惚伽卿o初露。5quoY　et　GAIMARD　　シロフシタケ

Op蹴hobranchia　後．鰹亜綱

　Pleurocoela　側腔目

　PyramideHidae　とうがたがい科

　　　　班o引卿％Zα物’ssoげnσ（A．ADAMS）　　　チヨウジガイ

　　　　＆y引πo如6驚麗駕α（A．ADAMS）　　　チヤイロキヌタ

　　　　Sly猶卿如〆％6惚〃αA．ADAMS　　　ホソクチキレ

　Atyid＆e　たまごがい科

P＝～0～乙5

P：51～4Z　J：～42

P：～0～55

P：25～59J＝～45

P：51～59J：～？4

K：51～59

P：～0～59J＝～40

P：55～55

P：51～ろ5」＝～5了

P：～0～55

P：～0～55

P：～0～55

P：～0～55J：～57

P：～0～55

　　　　　ユP：55～55J：～58

P：～0～54

P：～0～55」＝～41

P；～0～55」＝～56

P＝～σ～省5」＝～40
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・種 類

　　　　　窃ys砂〃雇π昭（H肌肌・NG）　カイコガイ

　Pulmonata　有肺亜綱

　　Basommatophora基眼目
　　slphonariidae　からまつがい科

　　　　　S’1りho犯α甥σゴαρ07ガ6α（DONOVAN）　　　カラマツガイ

　　　　　Sグρho％αガ｛z舘ガ％sPII，SBRY　　キクノハナガイ

SCAPHOPODA　掘足綱

　　Dentaliidae　つのがい科

　　　　　Dθ撹αZ伽粥o砿α犯g％如∫％解DONOVAN　　ヤカドツノガイ

　　　　　D8％≠σZ伽粥zσ切”んα％ガ♂DUNKER　　ツノガイ

PELECYPODA　斧足綱

　Pr三〇nodesmacea　原靱帯亜綱

　　Taxodonta　多歯目

　　Arcidae　ふねが粧科τ

　　　　　五％α〆α粥δm％gh！07zJ（SCHRENCK）　　アカガイ

　　　　　ノ1鰯σπ写9π膨osα扉sθπθ銘sJs　ScHENcK　et　REINHART

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハイガイ

　　　　　∠4πα〆α7鴇％ゆカonθ％舘S（PILSBRY）　　マルサルボウ

且鰯｛z名πs％わo惚躍z如（LISCHKE）　　サルボウ

五卿σα郷扉6αPH玩IPPI　　ネジアサリ

∠4惚‘z6躍σα7漉JOUSSEAUME　　コベルトフネガィ

！1名6σ㎜∂げ‘％如擁sBRUGRI壷RE　　ワシノハ

　　Bα伽伽」加α（REEVE）

　　Bα吻如o伽so弼θs（NYST）

　　，Bα吻ぬs伽猶鰯（PILSBRY）

　　Bαプ6α伽拶舵S6θκS（REEVE）

Glycymeridaeたまきがい科

　　　1

エガイ

　　カリガネエガイ

　　ハナエガイ

　　アオカリガネエガイ

ソ7．y％グ∫sα」δoJ♂％2α彦α　（L　ISCHKE）
ペンケイガイ

生息　緯度 幕張

P：～0～55J；～57？

P：～0～55J：～40

P：26～41J：～41

P：～0～42J：～42

P：51～55」：～41

P＝U？

P：Z6～4ZJ＝～42
P：25？55～54　」；～40

P：51～55J：～40

P；26～40」；四40　0

P：～0～55」：～40

P瀧～45」二～45

P：～0～55J；～5了

P二～0～59J：～56

P：～0～59J：～乙了

P：Z5～59」：～40

P：12～56

P＝忍～甜」：～4し

八幡 姉ケ崎 桜井 富津 湊 保田 多田良 坂田

　　　○

○　　○

O

O
O

○

○

○

O
O

○

○　　　　　　　　　　○

　　　□　　□　（化石）　□　　□

　　　○　　○　　○　　○

O　　O　　O

　　　　　　　　　　　　O

　　　O　　　　　O　　O　　O

　　　　　　　　　　　　　　　O

　　　　　　　　　　　　O　　O

　　　　　　　　　O　　O　　O

○　　○

O　　O

富崎

O
O

○

○

○

O
O

昌

鳩

劃

瞭

黒

並

難

悪

田

曝

蕪

α

細
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）

　　　θウのノ勉θ7♂s卿％％4σ（SOWERBY）　　コキツネガイ

　　　θ砂oッ卿θガs泥3ガ！σ（DUNKER）　【　タマキガイ

Limopsidae　おおしらすながい科

　　　0ゐゼ翅oρ（z　fo7sたα」短　（A．ADAMS）　　　シラスナガイ

Anisomyaria　不等筋目

MytiHdae　いがい科

　　　β猶α6h4407z≠θ35θnho％s♂α（BENSON）　　ホトトギス

　　　πoγ鷹o卿ッα卿％如扉」露．（GOUm）　　ヒバリガイモドキ

　　　L髭力02うhα9α6％グ如（LISCHKE）　　イシマテ

　　　ルfo4♂o伽s％ゆρoコzJ6αsOYAMA　　ヒバリガイ

　　　κyガ伽sε協6厚5LINN危　．ムラサキイガイ

　　　3召μ鎚併膨406％如擁sρ錫os％s（REEVE）　　ミノクジヤクガイ

　　　物醇4如％舜」44（REEVE）　　カラスノマクラ

Pteriidae　うぐいすがい科

　　　P4％o∫醜ノ郷oα∫α（GOULD）　　、ペニコチヨウガイ

　　　P㍑o∫α44惚α9’惚粥露（DUNKER）　　　アコヤガイ

Pinnidaeはぼうきがい科

　　　ノ1翻げ辮ダσρo％ダ‘α（REEVE）　　タイラギ

Plicatu量ida弓　ねずみのて科

　　　P露‘α‘％砿苑oγ霧吻DUNKER　　イシガキモドキ

Pectinidae　いたやがい科

　　　σh如卿ysか惚g％14πs（SOWERBY）　　ナデシコガイ

　　ChZα卿夕s％」ρρ9解犯sげsKURgDA　　アズマニシキ

　　CんZα翅lys犯06♂JJs（REEVE）　　．ヒオウギ

　　σhJ｛zgn卑3匪”¢σ．（SCHUMACHER）　　キンチヤクガイ

　　Poo∫θ％αめ」6（zπ3（SCHR6TER．）　　イタヤガイ

　　p召6惚麗ρ％πoガ6％如≠％s　DUNKER　　ハナイタヤ

Spondylida、e　　うみぎく科

　　3ρo吻」％s67％θn∫πsLISCHKE　 チリボタン

Limidae　みのがい科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲワ　　Pm解の〆4伽卿hげmsθ’（PILSBRY〉　　ウスユキミノ

Anomiidae　なみまがしわ科

P：Z4？

P：55～55
P：51～55J；～40

P；Z5～59J；～乙了

P；25～45J：～45

P＝25～55

P：26～55J：～41

P：Z5～41J：～41

P：54～51J＝～46

P；10～55」：～5了

P：51～55

P：～0～55J；～56？

P129～55」：～5了

P二～0～56

P；～0～55

P：～0～55」：～45

P：51～42J：～42

P＝Z5～55J：～5了

P：？～0～55

P；50～4Z　J＝～4Z

P：51～42J＝～42

P：26～39J：～40

P：51～57

○

○

O

○

O　　O

O

○　　O　　O

○　　○

O

○

O　　O　　O　　O　　O

O　　　　O　　O　　O
　　　O　　　　　O　　O

O

O　　O

O
O

　　　O　　O

O　　O　　O

　　　O　　O

　　　　　　O

O　　O　　O

　　　O

○　　○

○

○　　O

　　　O

O　　O　　O　　O　　O

O

O
O

○

○

○

○

○

O

O

○

十
糠
遡

無
舜
鍛
塗
＼ノ

π

苛
茸

が

晦
癬
響
繍

e
毫
謡

刺
忌

蚤
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）



3
奪

富
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）

種 類

　　　　孟πo卿」α6ツ∫oε露粥GRAY　　アラナミマガシワ

　　　　濃麗o艇ゴ｛z　Z7sσh短θJ　DAuTzENBERG　et　FlscHER　ナミマガシワ

　　　　醒o％」α名回毎∫α（SOWERBY）　　　シマナミマガシワモドキ

　Ostreidae　いたほがき科

　　　　C7鴇ssos∫7％g♂gαs（THUNBERG）　　　マガキ

　　　　C名αssos’吻απ♂ρρo郷（SEK夏）　　　イワガキ

　　　　Os∫惚α4θπsθ14卿4JosαLISGHKE　　イタボガキ

　　　　町6κ040％∫αo加卿”露zづ（HANLEY）　　ベニガキ

Teleodesmacea　完靱帯亜綱

　Hleterodonta　異歯目

　Crassatellitidae　もしおがい科

　　C名πssα惚1躍惚sh2惚名og砂』財αPILSBRY　　モシオガイ

Car（iitidae　とまやがい科

　　Cσ掘窃αZεσπ4DUNKER　　トマヤガイ

Trapeziidaeふながたがい科

　　丁惚ρ召短％卿ゴαρoπ宛％卿PILSBRY　　ウネナシトマヤガイ

　　丁彫ヵ6短％甥5％6如θ漉g8≠％翅（LAMARCK）　　タガソデモドキ

Ungulinidae　ふたばしらがい科

　　Z万ρ如407z∫σノσρoチガ6αPILSBRY　　ヤエウメ

　　10α吻z鉛犯〃ゆ‘％卿勉gJ（HANLEY）　　シオガマ

Lucinidαeかぶらつきがい科

　　C∫θ紹4θ」2‘α∫％如（PILSBRY）　　　ウミアサ

Erycinidae　こふじがい科

　　K8」μαρo名‘％」％s　PILSBRY　　　コハクノツユ

Chamidaeきくざる科

　　Ch｛z魏σσ粥6’9彼zLISCHKE　　ヒトエギク

　　Chα卿σ4％箆1短7’LISCHKE　　ケィ　トウガィ

　　Chα惚αプグ（zg％卿REEVE　　イチゴキクザル

生　息　緯　度

P：28～59J：～41

P：25～42」：～45

P；51～55」：～45

P：25？～45」：～46

P：54～40J：～41

P；25～59」＝～42

P＝25～55

P：51～55J：～40

p＝25～41J：～41

P325～59J：～5了

P：～0～55」：～57

P＝55～59J：～41

P：25～55J：～41

P：26～55

P：55～55」：～41

P：50～55

P：26～55J：～40

P：6～55

幕張

○

八幡 姉ケ崎 桜井 富津 湊 保田 多田良 坂田

○

O

○　　O

　　　O

O
○

○　　○

　　　O　　O　　　　　O

　　　　　　O

O　　O　　O　　O　　O　　O

　　　　　　　　　O　　O

O　　O　　O

　　　　　　　　　　　　　　　O

○　　　　　　　O

　　　O　　O　　O

O
O

○

富崎

○

○

○

○

○

○

○

O
O
O

昌

瞬

謹

瞬

黒

血

鑑

　緯

お

薩

黙

切
覗ロ

）
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σhα㎜グ8ヅ如κ4REEVE　　キクザル

Chα卿α70θ≠ずo∂6γsαLISCHKE　　　サルノカシラ

Cardiidae　ざるがい科

　Cσグ4伽卿σ7θ％♂60砺REEVE　　キヌザル

　Cα747％粥δ解‘hα■4JDUNKER　　ザルガイ

　σαず4♂％卿θ％04召（SOWERBY）　　ナガザル

　F％」∂」α卿％ガ‘4（REEVE）　　トリガイ

Veneridae　まるすだれ科

　σα1」づ訂α‘hづフ2θ欝鉛（HOLTEN）　　マツヤマワスレ

　ChJo％θ卿」6グαPILSBRY　　ヒメカノコアサリ

　σ彪耀η≠毎∂8≠hθ擁MABILLE　　フスマガイ

　Cッ6Z幽zα07彪雑如μsSOWERBY　　オキシジミ

　Dos♂％」σδ〃％％％め如（GRAY）　　　ヒナガイ

　DO畷％6σゴσカ0％♂6α（REEVE）　　カガミガイ

　σα〃α短％卿4商ρθ7（DILLWYN）　　ヒメィナミガイ

　Oo％ψh伽α％θ4s如7プo昭θs（YoKoYAMA）

　　　　　　キタノフキアゲアサリ
　6！o卿ρhJ郷％％θ74ブ07溺♂s（LAMARCK）　　オキアサリ

　〃麗s4sh’6αsh∫σ％％sKURODA　　オキナマツカゼ

　1卿s卿露’s（DESHAYES）　　　マツカゼ

　L2％苑o卿α惚α擁oα（LINN危）　　カノコアサリ

　Mθ7θ∫グ伽♂％SO擁α（R6DING）　　ハマグリ

　Pαρh臨α卿αδ〃露（PHIHPPI）　　サツマアカガイ

　P8ρhJαθ％g砂μα（PHILIPPI〉　　スダレガイ

　PJ∫α7ブσ1）on此4（KURODA）　　ウスハマグリ

　」P70∫o≠h‘z6｛zゴε40θ％sづs（LISGHKE）　　オニアサリ

　S｛zκ」4α麗％s1り％グ，躍α∫％s（SOWERBY）　　ウチムラサキ

　S％駕∫如？紹％sヶ粥傭（MENKE）　　ワスレガイ

　Tσρθs∂‘z7彪94∫α（SOWERBY）　　ヒメアサリ

　％％グ％μssθ翅’4θo％ssα≠α（REEVE）　　アサリ

　％％％s∫oグθ％卿αGOULD　　シコロガイ

Petricolidae　いわほりがい科

P：～0～59」＝～41

P：25～55J＝～40

P：12～55

P：51～55J：～40

P＝～0～55

P：IZ？～41」：～41　　0

O　 O

　　O
○○

P：25～59」：～40　　　　　　　　　0　0
P：55～55J＝～5了　　　　　　　　　　　　　　　　O

P；乙5～59」＝～41

P：Z4～41　　　0　0　0　0　　　0
P：51～55J：～56

P：51～4ZJ＝～45　　　0　0　0　0　0
P：0～54

P：？～59」：56～47

　O

　O
O

O

○

○

○

○

○

P：Z5～55J：～40　　　　　　　　　　　　　　　　　0

P：55～59J：～40？　　　　　　　　　　　　　　　O
P；14～41」：～41　　　　　　　　　0　　0　0　0
P：～0～54　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

P：51～59」：～41　0　0　0　0　0　0　0　0
P：25～55　　　　　　　　　　　0　　　　0
P＝51～59J；～40　　　　　　　　　0　　　　0
P：乙1～55　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

P＝51～59」；～42　　　　　　　　0　0　0　　0　0
P；5Z～4ZJ＝～45　　　　　　　　0　0　　0　0
P：25？～55　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
P：～0～55J：～5了　　　　　　　　　　　　O
P：25～45J：～46　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0
P＝～0～55」；～57　　　　　　　　　　　　　　　0
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種 類 生息緯度 幕張 八幡 姉ケ崎 桜井 富津 湊 保田 多田良 坂田 富崎

合
『

　
鶴

e

　p6か♂60」ασ¢σz6isかダα齢SowERBY　　シォッガィ　　　　　　p：52～59」：～40

　jP6！短oo勉4吻θ79¢郷（GMELIN）　　　イワホリガイ　　　　　　　　P：～0～59

　Pc翻此oJαゴαρo”♂6αDUNKER　　セミアサリ　　　　　　　　　　P：Z5～41」：～41

　pθ∫7100伽卿かαδ’〃s（DESHAYES）　　　　チヂミイワホリガイ　　．P：る2～55」：～56

Mactridaeばかがい科

　・乙躍γα7毎0176％σiσREEVE　　カモジガイ　、

　L傭¢α7グσ卿α瑠卿αJONAS　　オオトリガイ

　躍σo’7αs％♂αz！α7彪REEVE　　バカガイ

　躍40！7σ∂6％6擁∫07卿才sREEVE　　シオフキ

　510h♂zoihαε7％sんεθ7zαθKURODA　et　HABE

Donacidae　ふじのはながい科

　Do％κsθ卿Jgグσπosz6s　DUNKER　　フジノハナガイ

　Z）o㎜κ6％紹α≠％sLINN危　　ナミノコガイ

Asaphidae　りゅうきゅうますお科

　Sα％gz〆no如短σδo召謡碗％ghσz6sづ（LlscHKE）、

　Sαngz躍πo如短σ4吻αoθα（JAY）

　SoJθ・π伽s4加プ勉伽s（LISCHKE）

Tellinidae　さらがい科

　ハ4α60卿αoツα〃z漉（KIRA）　　マルシラトリモドキ

　Mαoo卿αsθoガ070YAMA　　サギガイ

　Mαoo勉σ』y伽z如物zsJs（CRossE　et　DEBEAux）

ミルクイ

　　フジナミ
イソシジミ

キヌタアゲマキ

○　 ○

　　○
　○
　　○

P；～0～55J：～41？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O

P：25～55」：～40　　　　　　　　　　0
P：51～41J：～41　　　0　　 0　　0　　 0　　0　　0　　0　　0　　0　　 0
P：25～59」：～57　　　0　　 0　　0　　 0　　0　　0　　　　　　　　　　　　 0
P：51～41J：～4Z　　　　　　　　　　　　　　　　　O

P：12？～55」：～40

P：～0～55

P：る0～59J：～40

P：50～41

P：25～59J：～41

P：25～41J；～46

P：50～45

OO
○O　 O

　　　OO　 O

　　　　　　○O
　　　　O
OO　

遂

鴻

劃

餅

螺

血

離

　蕪

富

曝

鵬

㎝

姻
）

シラトリモドキ

　Tε〃伽σ」714θJJαMARTENS　　カバザクラ

　Tε1露％σゴ840ε伊zs♂sLISGHKE　　モモノハナ

　Tθ〃伽σブμ∂θ痂」75HANLEY　　ユウシオガイ

．T4〃％σnJガ4％如DUNKER　　サクラガイ

　Tθ」μ綴ρ召7短θ7JBERTIN　　ペニガイ

Adapedonta　無面目

P；25～59」；～4乙

P＝51～55J：～40

P：14～55J：～41

P：～0～55J：～41

P：50～55」：～41

　　　　　○
○○○OO
　　　　O

○



千葉県（東京湾側）における遺骸群集の研究（石山尚珍）

○　　○ 文　献

KuRoDA＆HABE（1952）　：Check　List　and　Biblio－
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